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同
和
問
題
は
、
人
間
の
自
由
と
平
等
に

関
す
る
問
題
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
に
関

わ
る
課
題
で
す
。

　
こ
の
問
題
を
早
期
に
解
決
し
て
い
く
た

め
、
国
に
お
い
て
は
昭
和
44
年
以
来
33
年

光
市
の
「
同
和
行
政
の
総
括
」

▲沖本隣保館運営等審議会会長が末岡市長に答申を提出

　
国
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
昭
和
四
十
年
八
月
十
一
日
）
に
お
い

て
、
同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る

と
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
の
基
本
的
認
識
が
示
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
関
係
諸
施
策
の
推
進
や
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進
に
よ
っ
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、
そ
の
成
果
は
、
全

体
的
に
は
着
実
に
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
今
年
２
月
１
日
、
市
の
諮
問
機
関
で
あ
る

「
光
市
隣
保
館
運
営
等
審
議
会
」
か
ら
市
長
に
、
本
市
の
「
同
和
行
政

の
総
括
」
に
つ
い
て
の
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
で
は
、
答
申
に
掲
げ
ら
れ
た
方
向
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

同
和
問
題
を
人
権
問
題
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
、
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
と
い
う
普
遍
的
視
点
に
立
っ
て
、
人
権

教
育
・
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。
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９
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３
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平
成
12
年
12
月
　
人
権
教
育
及
び

　
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律

　
平
成
14
年
３
月
　
人
権
教
育
・
啓

　
発
に
関
す
る
基
本
計
画

（
※
注
）
◎
は
、
特
別
措
置
法

間
、
三
度
に
わ
た
り
制
定
さ
れ
た
特
別
措

置
法
（
※
３
頁
参
照
）
に
基
づ
く
特
別
対

策
を
中
心
に
、
今
日
ま
で
積
極
的
に
関
係

諸
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
同
和
問
題
の
早
期

解
決
を
市
政
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
、
「
生
活
環
境
の
整
備
」
、
「
経
済
の

振
興
と
福
祉
の
充
実
」
、
「
同
和
教
育
と

啓
発
活
動
の
深
化
・
充
実
」
の
三
つ
の
柱

を
掲
げ
、
国
に
先
駆
け
て
旧
大
和
町
で
は

昭
和
32
年
か
ら
、
旧
光
市
で
は
昭
和
33
年

か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
関
係
地
域
の
生
活
環
境
等

は
大
き
く
改
善
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
全
体

的
に
は
着
実
に
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
最
後
の
特
別
措
置
法
が

平
成
14
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
失
効
し
、

こ
れ
ま
で
特
別
対
策
の
対
象
と
さ
れ
た
地

域
に
お
い
て
は
、
他
の
地
域
と
同
様
に
、

必
要
と
さ
れ
る
施
策
を
一
般
対
策
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
長
が
「
同

和
行
政
の
総
括
」
に
つ
い
て
、
諮
問
機
関

で
あ
る
「
光
市
隣
保
館
運
営
等
審
議
会
」

に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
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そ
し
て
、
「
光
市
隣
保
館
運
営
等
審
議

会
」
か
ら
、
次
の
よ
う
な
答
申
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
昭
和
40
年
、
国
の
「
同
和
対
策
審

議
会
」
の
答
申
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
の

早
急
な
解
決
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
的
課

題
で
あ
る
と
の
基
本
的
認
識
が
示
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
関
係
諸
施
策
の
推
進
と
関
係
地

域
住
民
の
自
立
に
向
か
う
自
助
努
力
の
結

果
、
関
係
地
区
の
生
活
環
境
等
は
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
教
育
・
啓
発
活
動
の
積
極
的
な
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①生活環境の整備

　隣保館建設、公営住宅等の建設整備、道路整備、
　上水道・下水排水路整備、公共下水道事業、住宅
　改良、住宅地分譲事業、墓地環境整備、公園等の
　施設整備など
②経済の振興と福祉の充実

　農道整備、かんがい排水路等の農業基盤整備、
　農業共同作業場、大型共同作業場の建設整備な
　ど
③同和教育と啓発活動の深化・充実

　学校同和教育の実践、教育集会所活動、教養講
　座、社会教育活動等整備、同和教育研修など

推
進
に
よ
り
、
市
民
の
同
和
問
題
に
対
す

る
理
解
も
深
ま
り
、
そ
の
成
果
は
全
体
的

に
は
着
実
に
進
展
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
行
政
の
成

果
を
踏
ま
え
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い

う
普
遍
的
視
点
に
立
っ
て
、
同
和
問
題
を

人
権
問
題
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら

え
、
幅
広
い
人
権
課
題
の
早
期
解
決
に
向

け
て
、
努
力
さ
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ

る
。
（
要
約
）

　
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
福
祉
の
向
上
や

人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
た
各
種
事
業
を

行
い
、
同
和
行
政
の
推
進
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
「
隣
保
館
」
に
つ
い
て

も
、
幅
広
く
住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」
へ
の
転
換
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。
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▲現在の「三輪福祉会館」

▲現在の「光隣保館」
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